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豊
後
の
石
備
は
本
串
致
授
理
皐
博
士
小
川
琢
治
君
の
大
正
二
年
よ
り
三
年
に
豆
.
り
、
踏
査
し
て
之
を
皐
界

仁
報
告
す
る
仁
至
っ
て
、
業
の
名
韓
漸
く
中
央
仁
聞
こ
わ
、
究
い
で

全

国

各

地

仁

於

り

る

石

偽

の

研
究

亦

た

催

進
せ
ら
る
、
の
気
運
に
向
ヘ
ム
リ
。
余
輩
生
卒
博
士

の
誘
導
じ
よ
り
、
此
等
石
悌
を
研
究
す
る
の
機
曾
を
得
、
大

正

十
一
年
四
月
助
数
授
津
村
専
太
郎
君
さ
共
仁
、
大
分
及
び
臼
杵

の
石

悌

を

調

査

す

る

こ

さ

約

二
週
目
、
爾
来
業

の
結
果
を
牧
輯
し
て
、
之
を
会
仁
せ
ん
さ
す
る
の
意
あ
り
し
も
、
津
村
君
は
其
後
海
外
に
留
皐
し
て
、共

同

事

に

携
は
る
の
便
を
失
ひ
、
業
の
調
査
亦
た
未
だ
完
か
ら
ざ
る
も

の
あ
り
し
か
ば
、
・
次
い
で
大
正
十
二
年
四
月
文
皐

部

数

務

蝿

托

栴

原

末

治

君

仁

略

し

て

再

び

臼

杵

地

方

の

石

悌

の

調

査

に

従

は

し

め

又

た

十

三

年

三

月

助

手

島
田
貞
彦
君
を
涙
し
て
、
其

の

一
部
を
補
は
し
め
、
悲
仁
略
ぽ
本

籍

の
材
料
を
輯
成
す
る
に
至
れ
る
が
、
な
ほ
怠

じ
満
た
ぎ
る
も
の
あ
り
、
本
年
一
月
自
ら
大
分
地
方

の
石
悌
を
再
訪
し
、
序
を
以
て
大
野
郡
及
び
西
国
東
郡
じ

於

け

る

石

備

の

未

ピ

見

る

仁

及

ば

ぎ

り

し

も

の

を

調

査

し

、比

較

研

究

に

資

す
る

所

あ

り
、
絡
に
本
冊

の
印

行

を

見

る

に

至

れ

b
。
此
間
小
川
博
士
が
始
終
直
接
間
接
其

の

研
究
に
好
意
を
寄
せ
ら
れ
し
は
、
余
輩

の

深

〈

銘

記

し

て

忘

る

、

能

は

ぎ

る

所

な

る

の

み

な

ら

や、
津

村

文

皐

士

が
提

供

せ

ら

れ

た

る
調
査
手
記
、
亦
た
頗
る

重

要
な
る
資
料
ぜ
な
れ
る
こ
さ
は
、
本
報
告

書

の

出

版
に
際
し
て
、
特
に
明
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
せ
ん
さ
欲
す

る
所
な
り
。
又
化
本
皐
致
授
文
皐
博
士
松
本
文
三
郎
氏
は
、
昨
年

一
月

豊

後

の

石

備

を

調

査

せ

ら

れ

、其

の

観

察

せ
ら
る
、
所
じ
よ
り
、
示
致
を
得
た
る
も
の
砂
か
ら
ざ
る
は
工
藤
氏
の
「
豊
州
磨
崖

石
悌
」
及
び
小
野
玄
妙
氏
の

「
大
分

の

石

仰

に

就

い

て
」の
二
著
に
負
ふ
所
多
き
さ
共
に
、
余
輩
の

深

〈

戚

謝

す

る

所

な

り
。

序

百
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余
輩
は
又
た
豊
後
に
一
於
け
る
石
備
の
質
地
調
査
仁
於
い
て
、
別
府
市
日
名
子
太
郎
氏
よ
り
始
終

懇

切

な

る

指
導
を
受
け
、
臼
杵
地
方
に
於
い
て
は
臼
杵
町
役
場
小
城
長
・
次
郎
氏
を
は
じ
め
、
北
海
部
郡

書

記

玉

田

氏

及

び

深

田

区

長

田

口

常

蔵

氏

等

の

厚

意

を

得

た

る

も

の

多

大

な

る

を

戚

謝

せ

十

ん

ば

あ

ら

子

。

又

た

本

文

中

深

田

の
石
備
に
閲
す
る
記
述
は
、
先

づ
梅

原

末

治

君

の
手
記
に
成
り
し
も
の
多
く
、
島
田

君
が

製

園

業

他

仁
於

げ

る

勢
苦
さ
共
仁
、
本
書
の
完
成
に
寄
輿
す
る
所
最

も

多

き

を

記

憶

せ

ざ

る

を

得

十
。又

た

本

冊

所

載

の

寓

其

の

大

部
分
は
、
文
皐
部
喝
托
鈴
木
増
志
郎
君
の
手
仁
成
る
も
の
仁
し
て
、
同
君
の
苦
心
努
力
は
、
余
輩
の
戚
謝
措
く
能

は

ざ

る

所

な

り
、業
他
者
干
の
寓
異
は
小
林
忠
次
郎
君
の
厚
意
じ
よ
り
、
工
藤
利

三

郎

君

撮

影

の

も

の
を

轄

載

し
、
又
花
小
川
晴
島
君
の
寓
異
一
二
を
複
寓
使
用
す
る
所
あ
り
。
な
ほ
掃
固
に
牧
め
た
る
諸
国
に
至
り
て
は
、一

々

其

の

出

所

を

注

記

し

て

負

ふ
所
を
明
か
仁
し
、
謝
意
を
表
す
る
所
あ
ら
ん
ざ
す
。

最
後
に
本
報
告
書
出
版
に
際
し
て
、
新
仁
大
阪
毎
日
新
聞
枇
長
本
山
彦
一
氏
よ
り
資
金
ざ
し
て

多

大

の

寄

附
を
受
け
、
途
じ
其
の
刊
行
を
完
〈
す
る
を
得
た
る
は
、
余
輩
の
特
に
戚
謝
措
く
能
は
ぎ
る
所
な
る
を
附
記
せ

ん
さ
欲
す
。

大

正

十

四

年

一

月

文

皐

部

数

授

文

皐

博

士

演

回

想F

作

[
迫
記
〕
本
冊
印
刷
竿
ば
仁
し
て
、
余
輩
は
東
北
地
方
及
び
奈
良
に
族
行
し
‘
下
野
、
磐

城

及

春

日

山

の

諸

石

悌

を

一
見
し
、
豊
後
石
怖
さ
比
峻
考
察
に
多
大

の
稗
盆
を
得
た
り
。
之
に
閲
し
て
は
足
利
町
丸
山
源
八
氏
、
東
北

帝

国

大

事

敢

授

長

谷

部

言

人

氏

及

び

奈

良

腕

史

蹟

調

査

鴫

托

上

回

三
卒

氏

等

の

厚

意

仁

由

る

も

の
多

し
。
記
し
て
戚
謝
の
怠
を
表
す
メ
大
正
十
四
年
四
月
)
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身
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不

動

明

王

及

二
重
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-

mw
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m
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来

像

仰

向
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十
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部

川

同
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十

一
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音

像

及

多

聞

天

像

四
二
、四一
一一

間

向

上

千

手

観

音

像
頭
部
・

-
哩
一
.
四
一
一一

(2) 

向

上

多

聞
天

像

巨司

自

i¥ 

山
川
官
尾
村
浅
瀬

岩

雄
現
石
仰
所
在
地
測
悶
(
滋
悶
略
測
)
・

-
-
e

・
・
・
.

-四一
1
1
四回

引

1
牛

f
q
ι
q
i
h
p
斤

E
也
則
闇
(
問
主

rI
r
-
-
肝

n
l
J
同
イ

m
w
F
I
t
-
j
匝
陣

九
八

l
一00

臼
杵
町
深
田
附
近
地
闘
(
臼
杵
町
役
場
悶
ム
披
リ
小
野
君
輯
製
)

-
四
七

l
き

臼

杵

町

深

田

石

備

所

在

地

及

満

月

寺

祉

大

観

・

-
四
七
1
き



第第

三

二

第

三

三

第

三

四

第

三

五

第

三

六

第

三

七

第

三

八

第

三

九

第

四

O

t;Jr 
~:I 

四

第

四

第

四

三

第

四

四

第

四

五

第

四

六

第

四

七

第

四

八

聞
大
日
山
石
悌
群
所
在
地

、

大
日
山
及
堂
ケ
迫
石
偽
所
在
地
圃
(
即
断
馴
糊
場
州
鵠
t
h
M
P
)

五
千
六

川
大
日
山
及
堂
ケ
遁
附
近
全
景

五
ニ
l
六

大
日
山
石
悌
群
全
景

五
一丁
六

(2) 

同

一七
左
側

諸
像

喜
一
上
〈一

開
大
日
山
石
偽
群
全
景

仰
向
上
大
日
如
来
頭
部
正
面

仰
向
上
大
日
如
来
像
膝
部
破
片

(2) 

(2) 同

向上

上左
胸側

部面
残・

像

ヨE

3'i. 
E珂

五
一号
五
回

向
上
左
右
悌
像
頭
部

同
左
第

間
左
第

同
右
第

仙

w
右

第

-
五
五

仰
向
上
右
側
悌
及
二
菩
薩
像

五
五
、
五
六

仰
向
上
左
側

二
菩
薩
及
不
動
明
王
像

仰

向

上

左

側

第

三

菩

薩

像

問

向

上

左

側

第

四

菩
薩
像

川

向

上

右

側

第

四

菩

薩

像

問

向

上

右

側

第

三

菩
薩
像

m
w
向
上
左
側
第
六
増
長
天
像

m
w
向
上
左
側
第
五
不
動
明
王
像

仰
向
向
上
右
側
第
六
多
聞
天
像

仰
向
向
上
入
口
仁
王
像
(
金
剛
)
・

況五
、五
六

五五、

流J(五七
三丘
王、

$_ 
/~ 

m
w
大
日
山
石
偽
群
所
在
地
測
聞
(
讃
岡
貨
準
向
堂
ケ
遁
石
悌
上
群
所
在
地
測
固
向
上
)
五
一工〈
一、七
0
1
七九

mw
隠

れ

地

戒

群

遠

望

向

向

上

三
隼
像
・
・

仰

向

上

中

等

側

面

開

向

上

左
側
悌
像
側
面

隠
れ
地
隷
群
左
側
悌
像
(
工
藤
氏
潟
民
)

"、、
~ 

"、四

開

向
上
右
側
悌
像
頭
部
・
・
・
・
・
・
・
喜
一二〈同

./、
、

/、

巨司

mw
隠
れ
地
蔵
群
所
在
地
測
固
吉
田
賀
測
)

m
w
堂
ケ
迫
石
悌
下
群
所
在
地
測
闘
(
同
上
)
六
五
、吾、
歪
ー
さ

自

次

五



第

四

九

第

五

O

第

五

第

五

第

五

三

第

五

四

第

五

五

第

五

六

第

五

七

第

五

八

第

五

九

第

六

O

第

六
第

六
第

六

目

きた

.皐a，、

堂
ケ
迫
石
悌
諸
群
遠
望
(
大
日
山
一四麓
'sv

・
.

四入、四九、七(〕
S

七九

mw
堂
ヶ
迫
石
偽
群
遠
望
(
大
日
山
北
方
と

mw
堂
ケ
逗
下
群

mw
群
全
景

同
堂
ケ
遁
下
群
問
群
三
曾

mw
満
月
寺
祉
附
近
遠
望
・
・
・
・
・
・
回
入
、
見
、
き
1
充
、入
O
l
入間

間
向
上
右
方
四
像

主
ー
宅

向

同
上
左
脇
侍
勢
至
菩
薩
像
(
工
藤
氏
潟
阜県
)

-
・
六
七
ー
ー
さ

mw
向
上
右
脇
侍
観
品
目
菩
薩
像

仰
向
上
中
等
阿
捕
陀
如
来
傑

/、
J、

仰
向
上
三
等
右
側
観

/"、

--t: 

4ゴ
Cコ

向
上
中
曾
阿
嬬
陀
如
来
像
上
竿
身
(
工
藤
氏
潟
岡
県)

万七ム〈
入、九
五
、九
六

向
上
右
脇
侍
観

音
汗
薩
像
上
竿
身
(
周
上
)

大入
、六
九、九
五
、九六

mw
同
上
右
脇
侍
観
一
音
菩
薩
像
頭
部
右
側
甑
・
••......•. 

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
交
、六九

向
向
上
中
露
阿
鋪
陀
如
来
像
頭
部
右
側
観

六
七
、
交

川
堂
ケ
遁
上
群
五
輪
塔
列

間
向
上
地
蔵

菩
薩
及
十
王
像

-七
(〕、七一
l
七
三

向
向
上
地
蔵
菩
薩
像
正
面
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
七
一
、
七
一

何
向
上
地
蔵
菩
薩
上
竿
身
右
側
観

仰
向
上
左
側
十
王
保

山

向
上

右

側
右
端
十
王

像

川
堂
ケ
迅
上
群
。
群

三

曾

及

二
菩
薩
像

'
・
・
・
・
哲
一、七
一品

七一一丁七六

仰

向
上

H
群

三

等

像

仰
向
上

G
群
中
曾
大
日
如
来
像

向
同
上
右
側
阿
捕
陀
如
来
像

--t: 
四

川
向
上

H
群

諸

像

(:2 ) 

同

J: 
J 

群
像

-
宝ハ
|
七八

仰
向
上

H
群
碍
迦
如
来
像
上
竿
身
右
側
観

mw
向
上
阿
嫡
陀
如
来
像
上
竿
身
左
側
観
・
.

間

向

上

薬

師

如

来

像

上

竿

身

左

側

観

七
六
、
七
七=包



第

六

四

第

六

五

第

六

六

第

六

七

第

六

八

第

六

九

第

七

O

第

七

第

七

第

七

二

a

第

七

三

第

七

四

第

七

五

第

七

六

第

七

七

容

間
向
上

H
群
阿
捕
陀
如
来
像
頭
首
宇
都
正
面
及
側
面
・
•. 

宝
〈、七七、
七八

仰
向
上
J

群
諸
像

仰
向
向
上
J

群
第
二
像
頭
部

間
同
上
第
四
像
阿
禰
陀
如
来
頭
部
左
側
観
・
.

(3) 

向

上
第

像

頭

部

支匂
4

・、
て
ノ

満
月
寺
祉
附
近
測
園
貧
困
貨
測
)

7 
金

間
向
上
蓮
城
及
長
者
夫
妻

像
遠
望
・
.....•

..

•. 

・
・
入
。
|
八
百一

mw
満
月
寺
祉
仁
王
像

mw
満
月
寺
祉
左
方
仁
王
像

仰
向
上
左
方
仁
王
像
側
面
観

仰
向
上
蓮
城
法
師
像

間
向
上
右
方
仁
王
像
・
・
..

•
•.•...• 

・
・
・
・
・
入
0
.

入入

仰
向
上
右
方
仁
王
像
側
面
観
・
.•...••

•.. 

・入
。、入
一

入
ニ
、
八
三

問
同
上
長
者
夫
妻
像

向
上
日
吉
塔
・
・
・

入六
l
A入

問
中
尾
憂
石
塔

mw
堂
ケ
逗
D
群
前
石
塔

^ /"""¥. 

1u 

中
尾
牽
石
塔
拓
本
(
梅
原
君
)

入
九
、
九
()

••..••...•...••• 

臼
杵
町
深
田
石
偽
石
塔
固
(
天
沼
博
士
原
園
等
)

川
町
杵
町
門
前
石
悌

七一、八六
l

九一

同
向
上
三
等
像

ヂ

向
上
不
動
明
王
及
二
一
章
子
像

九九、一
(〕Q

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

臼
杵
町
深
田
石
悌
像
顔
面
側
線
園
長
田
及
梅
原
君
作
図
)
・
•..

.

...... 

・
・
・
・
・
一
一
九
|
一
三

向
上
衣
紋
敏
壌
断
面
岡
(
同
上
)

一一九

末

豊
後
癖
崖
石
悌
分
布
及
地
質
略
闘

K

百
寓
分
一
地
質
圃
ュ
J

F

按
リ
小
野
君
製
圏
、

車、問、一
二九、一三
()

日

今立

七



第第

二

固

第

三

岡

第

四

圃

第

五

固

第

六

園

第

七

園

第

八

間

第

九

圃

第

十

圃

第
十
一
圃

第
十
二
圃

第
十
三
国

第
十
四
圃

第
十
五
箇

第
十
六
固

目

ヲた

八

挿

次

固

目

闘

大
分
市
元
町
岩
薬
師
群
不
動
明
王
及
二
重
子
像
略
国
(
漬
回
〉

ー頁

-

-

-

-

-

-

-

a

・
・
・

・
・
・

同
上
岩
薬
師
群
多
聞
天
像
略
圃
(
同
上
〉

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

向
上
龍
ケ
鼻
群
右
方
諸
偽
略
国

向
上
)

/~ 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

向
上
龍
ケ
鼻
群
左
方
諸
偽
略
園
高
上
)

向

上

龍

ケ

鼻

群

刻

銘

石

孔

略

圃

省

主

;/L 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

-. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 

向
上
刻
銘
拓
本

(梅原普相
)

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

一一一一一

長
谷
寺
千
髄
偽
板
(
岡
賢
一
附
と
'

? 
::tr.. 

興
一
繭
寺
三
重
塔
内
板
壁
千
穂
備
彩
檎
諮
問
客
県
)
・
•••

•
..•••. 

・
・
・
・
・
・
・
・
ニ
入
|二九

深
沙
大
勝
附
像
(
阿
裟
縛
抄
・
阻
見
書
騨
抄
所
載
)
・
・

~ 

法
隆
寺
橘
夫
人
厨
子
阿
萌
陀
三
軍
像
(
闘
賓
帖
x
n
)

・

問
。
|
四
一

観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
(
岡
賢
一
帖
、
女
機
集
成
・4

V-O 

ll9 

宇

治

白

河

地

蔵

院

阿

捕

陀

三

隼

像

四
cコ

p:g 

同

上

大

威

徳

明

王

像

回
cコ

問

観
世
音
寺
馬
頭
観
音
像
(
盟
事
会
す
)

ム

高

野

山

金

剛

峰

寺

深

沙

大

勝

像

問
。
|
四

臼
杵
町
深
田
入
口
石
鳥
居
・

.

.
 

巨費

J、-



第
十
七
闘

第
十
八
闘

第
十
九
圃

第
二
十
闘

第
廿
一
園

第
廿
二
国

第
廿
一
ニ
圃

第
廿
四
闘

第
廿
五
圃

第
廿
六
圃

第
廿
七
圃

第
廿
入
国

第
廿
九
闘

第
三
十
闘

第
舟
一
園

第
舟
二
闘

第
舟
三
国

第
舟
四
園

同
上
大
日
山
石
悌
群
大
日
像
賓
冠
破
片
〈
島
田
君
潟
聞
及
潟
岡
県
〉
・

31. 
四

向
上
大
日
山
石
仰
群
覆
堂
想
像
闘
(
島
問
き

夫

向

上

堂

ケ

池

C
群
坐
像
光
背
略
固
〈
梅
原
君
〉

六
五

同
上
目
群
地
蔵
像
断
面
固
有
上
)

-t 

向
上

G

群

中

曾

断

面
闘
(
向
上
)

-t 
四

向

上

最

焼

長

岩

炭

焼

窯

・

.

向

上

最

焼

窯

平
面
岡
(
梅
笠
沼
)

y、入
回

呉

越

王

似

金

銅

小

塔

向

山

域

金

胎

寺

蕪

品
川
紀
伊
熊

野

費

見

(考
古
謬
雑
誌
ム
nv

J、
-t 

向
上
深
田
村
費
見
板
五
輪
及
板
碑
固
(
天
沼
博
士
原
固
と

ずし

豊
後
大
野
郡
南
緒
方
村
宮
園
大
日
如
来
像
群
・

一C
O

I

一口一

向

上

捕

陀

柴

師

稗

迦

三

悌

群

中

捕

陀

如

来

像

-一
8
1
5
一

向
上
西
国
東
郡
田
染
村
熊
野
祉
大
日
如
来
像
(
小
野
氏
大
分
の
石
悌
と

一C
O

l
一O
一

異

野

草

刈
長

者

像

併
教
委芸
術
石
偽
競

一一回

橘
寺
侍
日
経
上
人
像
(
閣
官
H

帖
'
h
b
)

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 
一一一一

備
像
顔
面
側
線
比
較
闘
(
讃
悶
)

Cコ

支

那

石

窟

寺

平

面

悶

川

龍

門

賓

陽

洞

仰
向
上
奉
先
寺
(
大
村
氏
美
術
奥
と

-
一
二
五

支
那
山
西
雲
山
岡
石
窟
寺
{
関
野
博
士
吉
山
間
)

-
・
一
又

l
一完

.
・
一
又

l
一完

支
那
河
南
龍
門
奉
先
寺
石
窟
向
上

目

弐

九



第
舟
五
闘

第
舟
六
固

第
舟
七
園

第
舟
入
国

第
品
川
九
圃

第
四
十
固

第
四
十
一
国

第
四
十
二
圃

第
四
十
三
国

目

宅k

。

支
那
河
南
龍
門
敬
善
寺
石
窟
(
シ
ヤ
グ
ア
ン
ヌ
氏
闘
譜
・6
)

-
・
・
・
・
一
又
|
一
完

・
・
・
・
一
面
l
一一五

朝
鮮
慶
州
石
窟
庵
蒋
迦
像
(
滋
悶
潟
英
)
及
浮
彫
菩
薩
像
〈
朝
鮮
吉
凶
器
凶
譜
・
8
〉

朝
鮮
慶
州
掘
偽
寺
四
面
石
偽
孟
虫
色
県
)

-一一回

i
二五

肥
後
玉
名
郡
石
貫
村
横
穴
悌
像
(
熊
本
一
勝
一
碧
ぬ
き

・

-一

-一六
l
三
七

.一面
l
l
一葦

磐
城
相
馬
郡
踊
浦
石
窟
悌
一
像
(
長
谷
部
博
士
寄
贈
潟

5

上
野
河
内
郡
大
谷
寺
石
偽
(
丸
山
氏
所
一
恵
荷
車

ご一酉

l
一一一一五

奈
良
春
日
山
地
獄
谷
石
窟
悌
像
(
秒
間
詩
集
}

西

三fi.

向
上
地
獄
谷
線
刻
悌
像
(
同
上
)

-
・
一
三
回
1
1
一=豆

大
和
忽
坂
石
位
寺
石
彫
三
容
偽
像
(
飛
鳥
周
潟
民
)

-
一
一
面
|
一一一
一五

.
・
一
一
一
酉
|
一一一一
五

第
四
十
四
圃

第
四
十
三
園
a
大
和
金
谷
嫡
勃
谷
石
彫
悌
像
(
向
上
)

奈
良
十
輪
院
地
蔵
十
王
等
石
造
偽
倉
田
(
松
岡
容
き

第
四
十
五
圃

第
四
十
六
園

完き

e

-

-

-

一=一回
!
一
一重

筑
後
三
池
郡
上
楠
田
石
人
〈
積
回
潟
英
)
・
・
.

一一一一

臼
杵
町
南
津
留
村
石
工
現
用
器
具
(
島
聞
き
・
• 

. 
一一一一一一

末

大

分

市

元

町

龍

ケ

鼻

石

偽

覆

堂

新

信

後

景

一
四
七



口

大
正
十
四
年
三
月
十
日
印
刷

大
正
十
四
年
八
月
十
日
後
行

否姿

1T 

者
活

版

印

刷

人

攻
璃
版
印
刷
人

土買

拐

所

口

尽

都
一
帝
岡
大
皐

高桂
市
下
京

属千
馬
場

年代
Jレ

似
玉

堂造

桑

節

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
夷
川
上
ル

はs
7Ei 

波

書

底

東
京
市
神
田
区
南
紳
保
町
十
六

ロ口



目加告報究研畢古考部畢文事大圏帯都東

第 第 第 第 第 第 第 第

八冊 七 五 四 一 一 一/、
冊冊 冊 冊 冊 冊 冊

日近
日切京嬬津高

護霊mt摩携薩園水貝塚出摩薩園出
後肥備中国

河河 禰九 河河河 肥
生州

内内府国内
後

費見国高 畿丹及
幽宇浅

式に
府国安高

見合其槻 土於 於
一金島 ヱ 銅銀字附在 石宿の水 土 口

式器形装ける
後肥及石 け

業製郡 業 入近東氏 堅郡貝郡 君E君E 楽器時器 喜器 る

竣璃版 銅鞍費
ニ 指殻 出 轟津 等轟志時 装

飾村尾 鉾書見所 主 宿獣水 貝雲 王4版台~ f¥!: f.時t 分飾 石代 飾

空襲万の
ヤ量等 嫉銅 切の蔵吉

業 村及骨町 塚貝 石人第 類 ゐ に器跡遺 あ
実土尾 接塚 版骨二 褒る て時 る

九 頭古墳 回 成衆蜜人緯支舟利支 正 器ぴ崎 掘接 十調 回 成(古墳 費 代後 古墳十包人貝
報告掘報

八査費 掘跡遺掘
実大 同 十 (鞍碑墓丹 年 合骨塚調

要さ主 ー 掘報告

附
及

実寝 色5音居 .
尖告

録 せる調報告
横ノ~、i 

手2 、、../

実) ・物 調査 正 〆大町、 人査・
正・ 査 . 報告 九 年・ 正

骨. ( 

年具 十 年 軍奇 大
報告 . ・ i¥、

大 正喜楽 行、告-をJ 

fj' 年年 、-'・ ・ 正
ム，、

)成.
行習を ・・ 行告、、Jを. 七

年

震
年

行後、_，) 

行、雲.〆 ・護. . . 
経版. . . . . . . . 

紹Aa-讃
定 定 -晶・. 定 田
慣 慣 . . . 慣 慣 耕
六 . i・、. . . . I!!I . . .・ 五- 作

圃 圃 . . . 個 .・ 圃 • 
演 演新 ・ -演 潰清 栴 .梅・ 演
田 田村 ・ -田 田野 -・ 原末

.原・ 田
想F 耕新 演長耕 耕謙 長演 鈴末演 耕
作 作出 作 作究

谷田
治 治 作

、 、、 田ノ官安、 、、 、 木、回 、

梅原末治

梅漬村 部島 榊島 部 島 文島 梅原
原田 耕 ー田 原因 冨-耕 田 太田耕
末耕

作人貞彦 職政彦長 査貞 郎彦貞作 末治
治作出 人作



表訂修誤正

同岡目同序l
六六六六六五五同開同四回三同二一ー一一 次ー 頁
五凶三一 O 匹l一 三 O 四 一七六二 O 五四一七六一 一 一

註 第註 註 註詳.

上 十下 上 下上 rr 七
一 圃 同一一 一 一一 一 一 ー ー

八七七一一 下 一 六ー八八 O 凶 o -=六六二五三 一 七三一八六

扶と逗・不約(警長'.河第 EE院暴 F隙.:>迄高- 5Z. 金田明甥長音右盟小 「

座つし一2・・幸 -Z凶ニーif長麗宇 王立〈約政大 鉢重治後 u広端後 川 第
，~い 尺 善去鳴最 5と自1 は・5}4 し』ヮミ'十上像包 ニ・の・4、分 十 の・晴
〈P 就f弗 罰，~ 十 -Ez v、=て旬以( 尖十磨野ー王磨陽・磨・
さ jJ!! l:E'l i.A ::; _ " も P 与尺り12A 氏三 島 像屋 建 設
ョ ス )のー -.._.-' 君地
干 )53 2 Zは い地 凶高畑石石

P 力目」 2sa 寸街 年悶闘群些
」の frff 一=- ~f 
、次究、J 究

f亡
一寸

扶:>選。不約 望主0ヨ色 第四 E三 ..... 丹出際0f5E t= z、迄高 - pSF、金 回開質後 〆(右後型小「
坐1 し空。十。

首力日 2可 立 約頭大 rA事官主 主早端 川型
d、~ロs v、成尺 銭幸き ま口戸 のCZ主E、 てコ 九上像 p 孝きた ェ崖謄 9曲向十磨巌 |R湯青腹州

就I'lB 
銭U向、-1-" ::包- 佐i3 て dfEよ百玄 士小分王。。。

正
ー主-題音 河a E rハり.....__.- 氏二 石聖子一像の 崖

戸ー、

塑山 Z寸地 問傍若首間組つ良博川、1石 石面 年の。 悌傍」

金 研府

問。 究究

_.同 一-一 ‘同一・ 一一一一 一
四 一 二二二 一 0 同 九 八八同八七七ヒ六日間同 l頁一一 一 一
七 五凶 O 九 八六 O 匹l凶 一 八七 二九七一九八 七一

地同詮 註下
第詮 詮 註 詮

名表 上 三 上 上 上
十 行

欄 -・』・・・ ，ーーー・・h ・-・4・・ ー-圃』嶋 一 一一 一 ー._. 一. 一
外 三一六二 七二 九六圏九泌1 七 ムノ、 八 三二 六九 三二 六三 八 O 七

来西・報古天上蘇阿 上上井た来上・法 日兜率末 ナヘ「感蟹・極爪・始-三F.7:Eミ警歪II}協座・
-然野・ 野野・ 隆幸 ・尾ど嘉大典後 る・寅 め・=: ~. ~髪抵待・像

国 ・ 会寺堂 毘沙にを正へ印形て・主5長弓.2冠
東議 卦ぷ加害潟ヒる塔・ v 与と ・

郡 門 愛z崎EtZ 」、 年の-t73'=z E? 形
設

禰天 」 が 己併と
勅 のの

WE前
法 氏、羅足r 
隆 日 鐙河「

西。然野野野 木書 。金奥金を。自主め。笈ん02ト 底。。像

図 認。 露。 天i石に聖輿印市v.:c;;J -~: ~冠
東念物 凶石の組。宅 Z青へ 塔 雪2ト 与の。

iltr 上 参*にる E 形 正
第去4.3』に 照'りn も..が Eー 雪 と

六培 f・) 己 実一基一 玄

琉もを を をを 日

岩列: 附 力日記f事
すふ



豊後主要磨崖石悌地名表

所在地名 名 稀 {象 種 推定年代 備 考

大分市上野元町 (A)岩薬師 薬師(坐)、不動及ニ7k子、見沙門 卒安朝初学

向上 (B)三尊悌 傍坐像三体 司王安朝?

向上 (C)三奪仰 併坐像、脇侍二菩薩 平安朝?

同上 (D)未完成寵

向上 (E)悌寵 傍坐像:54車、五輪塔 鎌倉以後 ?

同上野元町龍ケ鼻 (A)西群 大目、三雰働、不動.毘沙門等十一勝 .2JS安靭及以後
}遁二構紳築将師十

同上 B)東群 三奪傍、毘沙問、十一面等六体 卒安朝

同上 (C)千傍岩 千林悌 .2JS安靭?

大分郡稲田村大字高瀬 (A)石悌洞五事 大目、如意輪、馬頭観音、大威港、深沙大将 卒安朝中期

向上 (B)三尊傍寵 阿爾陀、軍事迦、薬師?(一室三蓮) 平安靭?

大野郡背尾村大学浅瀬 岩椛E見 薬師、阿禰陀、十一面、千手観音、毘沙門 平安朝中期

同南緒方村大字新学宮間 大目、不動、持国(?)仁王、五輪塔 平安朝

同上 軍事迦、阿繍陀、幾何 平安朝中期
ムクサ

同会川村大字六種 不動及二百子、阿繍陀、薬師 鎌倉以後

同緒方村大字紬丸 不動明王 (未見)

向井田村大字大迫 大日坐像 平安朝 ? 後施世z大補修ヲ

同犬飼町大字田原 不動明王及二竜子 足刺以後

同上井田村大字上尾塚
不動明王及三次子 鎌倉以後? (未見)

普光寺

直入部盛岡村妙見守 不動堂 不動明王 足剃以後? (未見)

向上 十一面観音、聖徳大子等 足利以後

北海部郡臼杵町大学深間 (人1大日山洋 大目 、問悌 二菩薩二明王、増長、多聞等 平安朝 通鱗十三仰
十三体、及イ二王

向上 (]:)際、レ地桜町: 例主長{象三』本 平安朝

同上(満月寺社) 仁王 金剛力士三島本 不明

向上(同上) 蓮減法師像 足利以後?

向上(同上) w，野長者夫妻像 鎌倉以後?

向上r南津留村中尾台)[ぐ)堂ケ治下舟 三軍悌、三OIl、観音等八勝 平安靭 遜軍属過去t悌

同上(向上) (D)堂ケ地下昨 阿禰陀、観音、勢至、及ニ菩薩 平安朝中期

向上(同上) (E)堂ケ治上鮮 五輪塔務彫 鎌倉初期

同上(同1:) (F)堂ケ迫上群 地蔵、十王 平安朝来期 或鎌倉初期

向上(同上) (G)堂ケ迫上群 大目、線泊、阿繍陀、観音、勢至 平安靭

同上(同上) (H)堂ケ迫上l¥下 阿繍陀，探迦、薬師、愛染明王 卒安靭 愛染ハ鎌倉?

同上(向上) (.J)堂ヶ迫上院 軍事迦、阿繍陀、薬師、観音、勢至 平安朝

同臼杵町大学門前 大目、縛迦、阿禰陀(7)不動及二訟子、 平安朝未期?
毘沙門

西国東郡田染村熊野社 大日(坐)、不動明王及種子受茶羅 鎌倉?

岡田染付大字真中 四面働 阿禰陀 鎌倉以後?

周回染付大字英中郷社 不動及蛍子、地蔵等 足刺以後

周回染付大学真中大門坊 不動明王等 足革1)以後

同上真玉村中畑 四方Jiii 金剛零5円:仰、六観音種、不子動受明茶王羅、穴地蔵、 (未見)

玖珠郡飯田村 多悶天等十九勝、及
鎌倉以後? (未見)

不動明王及二ìi:t~子

(I~H旧 東西国東郡等=於ケル石悌ノ、此ノ表中=-1聡セザノレ毛/.多シ
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